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　子どもや高齢者、障害のある人を区別することなく、あたりまえにふれあえるまちは、誰にとっても住みよい地域社会と
いえます。障害の有無にかかわらず地域社会の誰もが、自分のことは自分で決めるという自立と自己決定を基本にして、誰
もが対等に参加し暮らすことのできるまちづくりをめざし「那珂市障害者プラン」を策定しましたので、その概要をお知ら
せします。

この計画は、障害者基本法第９条による「障害者のための施策に関する基本的な計画」を当市の「障
害者計画」として定めるものです。また、この計画は、障害者自立支援法第８８条による当市の「障害

福祉計画」で、厚生労働大臣「基本指針」（法第８７条）に即して、「障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の提
供体制の確保に関する計画」として位置づけるものです。
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「障害者プラン」全体についての計画期間は、平成１９年度から２３年度までの５か年間としています。
「障害者プラン」のうち「障害福祉計画」の部分については、厚生労働大臣「基本指針」により、第１

期計画期間を平成１９年度から２０年度までとし、第２期を平成２１年度から２３年度までとしています。
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計画の理念を実現するために、次の基本視点を設定して、施策の体系化を図ります。� � � �

� 施 策 満 足 度 向 上

　保健・医療・福祉、教育・育成、雇用・就労、生活環境・まちづくりなど障害者施策に関わる事業を重点的・効率
的に実施し、全体的に「住みよさ度」の向上に寄与するようにします。

� 総合的な自立支援システムの確立

　障害のある人の自立と社会参加に役立つように、障害者自立支援法により新しく創設されたサービスや制度を核に
して、保健・医療・福祉、教育、雇用等各分野の連携を図り、地域における総合的な自立支援システムとして確立し
ます。

� バ リ ア フ リ ー 推 進

　障害のある人の自立と社会参加に支障となる主に４つの分野のバリア（物理的バリア、制度的バリア、心理的バリ
ア、情報バリア）の解消をめざして施策を推進します。

� ライフステージ・年代ごとの対応

　乳幼児期、児童期、青年期、成人期、高齢期など主なライフステージ・年代ごとに、障害のある人のニーズに対応
した施策を推進します。

計画の理念および基本視点に基づき、この計画では次の６つの基本目標を掲げます。� � � �

保健・医療の充実　～安心して健康な生活をおくる～基本目標１

　障害のある人の健康を維持し、障害を軽減するために、医療費の助成、難病対策やリハビリテーションの充実を図ります。
　また、発達障害への早期対応を含めて障害の早期発見・早期治療、障害の原因に対応した疾病対策等障害予防の推進
に努めるとともに、うつ病などこころの病の予防と精神疾患等の正しい理解について地域の精神保健対策を推進します。
　保健・医療施策と福祉施策の効果的な連携を推進し、保健・医療・福祉のネットワークを構築します。

１　健康づくり・障害予防の推進

２　こころの病の予防・支援対策の推進

３　地域リハビリテーションの充実

施策の方向

��������	
�
�����������	
�



広報なか７月号３

地域生活支援の充実　～自立と地域生活を総合的に支援する～基本目標２

　障害福祉サービスや地域生活支援事業等の各種サービスの供給を確保し、障害者自立支援法による制度の円滑な運営
を図ります。また、障害のある人の暮らしの基盤整備を推進し、地域生活を支援する新しい総合的な自立支援システム
の確立をめざします。

１　障害福祉サービス等の円滑な推進

２　障害福祉サービス等の基盤整備

３　地域生活支援事業の充実

４　在宅サービスの基盤整備

５　生活安定・経済的自立の支援

施策の方向

教育・育成の充実　～明るく希望に満ちてどの子もかがやく～基本目標３

　すべての障害のある子の乳幼児期から教育期間修了後の就労対策に至るまで保健・医療・福祉・教育・雇用等の関係
機関が連携した総合的な支援ネットワークの構築をめざします。特に発達障害児については、年齢に対応して一貫した
個別の教育・育成ができるような相談体制及び支援体制の整備を図ります。

１　障害児の育成支援

２　特別支援教育の推進
施策の方向

雇用・就労の支援　～生き生きと働くことができる職場の確保～基本目標４

　障害のある人のライフステージ・年代に対応した適切な職業リハビリテーションや雇用と福祉施策の連携の強化、福
祉的就労の場から雇用への移行促進、雇用・就労の場の確保対策の推進など、公共職業安定所、障害者就業・生活支援
センターとの連携により、職業を通じての自立と社会参加を促進します。

１　雇用・就労の場の拡大

２　職業リハビリテーションの充実
施策の方向

社会参加の促進　～だれもが生きがい感をもって社会参加～基本目標５

　文化・スポーツ・レクリエーション活動の振興を図り、障害のある人の生きがいや楽しみのある生活を豊かにする施
策を推進します。
　また、障害のある人の地域社会への参加を促進する基礎として、総合的に地域社会の情報提供を行うとともに、コ
ミュニケーション等の支援、選挙における投票活動の促進を図ります。

１　文化・スポーツ活動等の振興

２　情報提供・コミュニケーション支援の充実

３　選挙における投票活動の促進

施策の方向

住みよいまちづくり　～ともに暮らす住みよいまちづくり～基本目標６

　障害のある人や高齢者、乳幼児などにとって住みよいまちは、誰にとっても住みよいまちであるというユニバーサル
デザインの視点から、快適で安全なまちづくり、生活環境のバリアフリー化を推進するとともに、ボランティア活動や
交流活動等の振興により地域の支援体制の整備を図ります。

１　バリアフリーの生活環境整備

２　災害時支援・防犯対策の推進

３　地域支援体制の整備

４　障害のある人についての理解の促進

施策の方向

　「那珂市障害者プラン」は、那珂市ホームページに掲載されており
ます。また、市立図書館の行政コーナーにも配置してありますので
ご覧ください。

掲載内容、事業等についてのお問い合わせ

介護福祉課障害福祉係

（�２９８－１１１１　内線１３４・１３５）



４

平成１９年第２回那珂市議会定例

会が、６月５日から１５日までの

１１日間の会期で開催されまし

た。市長提出議案は、報告１３件、

条例の一部改正２件、平成１９年

度補正予算２件、その他５件、

合わせて２２件です。審議の結

果、全議案について原案のとお

り可決されました。

第２回定例会

議 会
市
長
行
政
概
要
報
告

■
那
珂
市
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

　

那
珂
市
国
民
保
護
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の

保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
武
力
攻
撃
や
大
規
模
な
テ
ロ
攻
撃

等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
し
、

国
民
生
活
等
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
と
す

る
た
め
の
対
処
等
の
措
置
を
内
容
と
し
た

計
画
で
、
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
に

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月　

日
に
市
立
図
書

２６

館
、
５
月　

日
に
那
珂
聖
苑
に
そ
れ
ぞ
れ

３０

設
置
し
、
市
内
の
公
共
施
設
に
は
合
計
５

台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
訓
練
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
所
や
学
校
等
を
対
象
に　

回
行
い
、
３

２３

１
５
３
人
が
参
加
し
、
初
期
消
火
対
応
の

普
及
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
普
通
救
命

講
習
会
は
８
回
行
い
１
７
３
人
が
修
了

し
、
応
急
手
当
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
か
ら
５
月　

日
ま
で
の
火
災

１７

出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
物
が
５

件
、
林
野
が
３
件
、
そ
の
他
が
２
件
の
合

計　

件
。
救
急
出
場
件
数
に
つ
き
ま
し
て

１０
は
、
急
病
が
２
２
８
件
、
交
通
事
故
が　
８７

件
、
そ
の
他
が
１
４
４
件
、
合
計
４
５
９

件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
那
珂
市
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

那
珂
市
環
境
基
本
計
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が

可
能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
、「
ひ
と
と

自
然
が
や
さ
し
く
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
を
環

境
将
来
像
と
定
め
３
月
に
策
定
し
、
概
要

版
を
市
内
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

■
那
珂
市
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
に

つ
い
て

　

那
珂
市
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
の
デ
ー
タ

１７

を
基
準
と
し
て
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

１８

２４

年
度
ま
で
の
７
年
間
に
お
け
る
目
標
値
を

新
た
に
設
定
し
、
３
月
に
策
定
し
ま
し

た
。
市
内
事
業
所
に
協
力
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
市
役
所
本
庁
舎
、
瓜

連
支
所
庁
舎
な
ら
び
に
市
内
各
公
共
施
設

か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事

１８

業
報
告
お
よ
び
決
算
な
ら
び
に
平
成　

年
１９

度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
お
よ

び
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、地
方
自
治
法
第
２

２
１
条
第
３
項
、公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に

関
す
る
法
律
第　

条
第
２
項
お
よ
び
第
３

１８

項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

■
都
市
計
画
街
路
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
街
路
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
上
菅
谷
停
車
場
線
の
一
部
と
原
前
杉

原
線
の
全
線
を
３
月
末
に
供
用
開
始
し
ま

し
た
。

■
上
菅
谷
下
菅
谷
線
街
路
整
備
事
業
に
つ

い
て

　

上
菅
谷
下
菅
谷
線
街
路
整
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
用
地
測
量
、
道
路
実
施
設

計
お
よ
び
建
物
工
作
物
補
償
調
査
業
務
委

託
を
５
月
に
発
注
し
ま
し
た
。　

■
上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

お
よ
び
上
菅
谷
駅
前
地
区
ま
ち
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

お
よ
び
上
菅
谷
駅
前
地
区
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雨
水
排
水
路
工
事

お
よ
び
建
物
補
償
再
積
算
業
務
委
託
を
５

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　

杉
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
用
地
測
量
お
よ
び
不
動
産
鑑
定

評
価
業
務
委
託
を
５
月
に
発
注
し
ま
し

た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
横
堀

地
区
配
水
管
移
設
工
事
（
第
１
工
区
）
お

よ
び
杉
原
地
区
配
水
管
移
設
工
事
（
第
１

工
区
）
を
４
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

杉
原
西
地
区
実
施
設
計
業
務
委
託
お
よ
び

公
共
下
水
道
工
事
に
伴
う
配
水
管
布
設
替

実
施
設
計
業
務
委
託
を
５
月
に
発
注
し
ま

し
た
。

■
那
珂
市
障
害
者
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

那
珂
市
障
害
者
プ
ラ
ン
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
害
者
基
本
法
第
９
条
の
規
定
に
基

づ
く
「
障
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
」
な
ら
び
に
障
害
者
自
立

支
援
法
第　

条
の
規
定
に
基
づ
く
「
障
害

８８

小宅市長による行政報告
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生

活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す

る
計
画
」
と
位
置
づ
け
、
障
害
者
の
自
立

と
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
と

し
て
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

地
域
生
活
支
援
事
業
で
あ
る
相
談
支
援
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
か
ら
那
珂
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
障
害
者
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
つ
ぼ
み
」を
４
月
２
日
か
ら
開
所
し
ま
し

た
。
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
交
流
や

情
報
交
換
の
で
き
る
場
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
今
後
は
市
の
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
、
育
児
不
安
な
ど
の
相
談
や
子
育

て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
な
ど
を
積
極
的
に

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て

　

学
童
保
育
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
菅

谷
東
小
学
校
の
敷
地
内
に
新
築
し
た
菅
谷

東
学
童
保
育
所
が
定
員　

人
を　

人
に
増

４０

７０

員
し
て
３
月　

日
に
開
所
し
ま
し
た
。
ま

２４

た
、
４
月
か
ら
本
米
崎
学
童
保
育
所
お
よ

び
戸
多
学
童
保
育
所
の
受
入
れ
対
象
学
年

を
６
年
生
ま
で
に
拡
大
し
、
さ
ら
な
る
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

■
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
み
ん
な
で
進
め
る
む
ら
づ
く
り
事

業
」
に
よ
り
建
設
し
ま
し
た
芳
野
農
産
物

直
売
所
の
竣
工
式
典
を
５
月　

日
に
行

２０

い
、
芳
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
農
業
活
動

Assem
bly

◆報告（専決処分を含む）

市税条例の一部を改正する条例／市都市計画税条
例の一部を改正する条例／市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例／市医療福祉費支給に関す
る条例の一部を改正する条例／市地域子育て支援
センターの設置及び管理に関する条例／平成１８年
度市一般会計補正予算（第６号）／平成１８年度市国
民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）
／平成１８年度市一般会計繰越明許費繰越計算書に
ついて／平成１８年度市国民健康保険特別会計（事
業勘定）繰越明許費繰越計算書について／平成１８
年度市介護保険特別会計（保険事業勘定）繰越明許
費繰越計算書について／平成１８年度市上菅谷駅前
地区土地区画整理事業特別会計繰越明許費繰越計
算書について／平成１８年度市下水道事業特別会計
繰越明許費繰越計算書について／平成１８年度市一
般会計継続費繰越計算書について

◆条例の一部改正

市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
／市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例

◆平成１９年度補正予算

平成１９年度市一般会計補正予算（第１号）／平成１９
年度市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算
（第１号）

◆その他（同意を含む）

市道路線の廃止について／字の区域の変更につい
て／損害賠償の額を定めることについて／人権擁
護委員の推薦について／那珂市固定資産評価審査
委員会の委員の選任について

拠
点
施
設
運
営
組
合
「
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー

ム
芳
野
」
が
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
八
重
桜
ま
つ
り
事

業
に
つ
い
て

　

静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
八
重
桜
ま
つ
り
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
静
峰
ふ
る
さ
と

公
園
」
に
お
い
て
「
八
重
桜
ま
つ
り
」
を

４
月　

日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
の　

日

２１

１５

間
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

４
月　

日
・　

日
・　

日
の
３
日
間
に

２２

２９

３０

地
場
産
豆
腐
の
販
売
、
手
打
ち
常
陸
秋
そ

ば
の
販
売
、
夢
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
実
行
委
員
会

に
よ
る
灯
ろ
う
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
大
き
な
反
響
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
八
重
桜
ま
つ

り
の
来
園
者
数
は
８
万
２
千
人
で
、
昨
年

を
２
万
人
上
回
り
ま
し
た
。

■
広
報
活
動
に
つ
い
て

　

広
報
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第　

回
５２

茨
城
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

が
５
月
に
行
わ
れ
、「
広
報
な
か
」
平
成　
１８

年
６
月
号
お
よ
び
那
珂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
そ
れ
ぞ
れ
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広

報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

　

第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、
基
本
構
想
（
案
）
に
つ
い
て
９
月

議
会
へ
の
上
程
に
向
け
総
合
計
画
策
定
委

員
会
お
よ
び
総
合
開
発
審
議
会
に
お
い
て

検
討
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　　

平
成　

年
６
月
５
日

１９

　
　
　
　

那
珂
市
長　

小　

宅　

近　

昭

　 可決された議案から

◆市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

概要　地方税法施行令が改正されたことに伴
い、国民健康保険税の基礎課税額の上限額が
５３０，０００円から５６０，０００円となりました。

◆字の区域の変更について

概要　地籍調査事業が施行されたことに伴い、
字の区域に変更の必要が生じたため、田崎字
福ヶ平および戸字天神原の一部を変更しまし
た。　　　

　 市長提出議案（全議案可決）



６

　

市
町
村
に
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法

に
基
づ
き
、
体
育
指
導
委
員
会
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
は
、　

人
の
委
員

２４

が
、
地
域
の
推
薦
を
基
に
市
か
ら

非
常
勤
公
務
員
と
し
て
委
嘱
を
受

け
て
、「
市
民
の
心
身
の
健
全
な

発
達
と
保
持
・
増
進
」「
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
」
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
任
期
は
２
年
で
す
。

○
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
等
）
の
普
及

○
地
区
事
業
へ
の
助
言

○
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
意
識
調
査

（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
な
ど

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
と
お
し
て
、

体
育
指
導
委
員
会
は
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推
進
の
た
め

に
、
国
や
県
、
水
戸
地
区
で
開
催

さ
れ
る
講
習
会
や
実
技
研
修
会
に

積
極
的
に
参
加
し
、
知
識
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
か
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹

介
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
輪
投

げ
と
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル

フ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
バ
ラ
ン

ス
ボ
ー
ル
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

家
族
連
れ
の
親
子
や
子
ど
も
た
ち

の
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
多
数
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
指
し
て
、
今

年
度
か
ら
、
文
部
科
学
省
か
ら
示

さ
れ
た
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
は
「
多
世
代
」、「
多
種
目
」
で

地
域
の
皆
さ
ん
が
会
員
を
募
っ
て

自
主
運
営
す
る
新
し
い
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
仕
組
み
で
す
。

　

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
芳
野
地

区
に
那
珂
総
合
公
園
を
拠
点
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
水

泳
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
キ
ー
教
室

等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
を
、
健
康
生
活
を
、
毎
日
の
生

活
を
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
た
く

さ
ん
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

ファミリーバドミントンの講習をする体育指導委員

体
育
指
導
委
員
会
と
は
？

体
育
指
導
委
員
の

主
な
活
動

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を

目
指
し
て

■問い合わせ

　那珂市体育指導委員会

　（生涯学習課スポーツ振興室）

　�２９７－００７７

� �
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広報なか７月号７

� � � � � � � � 	 
 （敬称略）

清水　正亜
神 崎

稲川　敏夫

根本傳次郎
額 田

後藤　邦夫

近藤かをる

菅 谷

平野　　昌

瀬谷　郁宏

飛田　裕二

石川ひとみ

宮田　一夫

蛭川　光男菅 谷 小

那珂市体育指導委員会は、２４人の委員がス
ポーツの普及活動などに携わっています。

山田　　進

五 台 �村　君江

三田寺正義

根本　修一
戸 多

横山　恵子

秋山　秀雄
芳 野

檜山　眞弓

袴塚　英子
木 崎

生井　裕美

海老根康夫

瓜 連
小泉　邦彦

山�　常枝

小林　澄男

　子どもたちにとって定期的・継続的にスポーツにかかわる機会は、部活動やスポーツ少年団に限られ
ていました。総合型地域スポーツクラブが設立されることで、従来、スポーツに接する機会が限られて
いた子どもたちにも、スポーツを気軽に定期的・継続的に楽しむことができるようになります。

��������	
�����
������
��������	
��
�������

　総合型地域スポーツクラブは「いつでも」「どこでも」「いつまでも」スポーツに親しむことができる
生涯スポーツ社会の実現を目指しています。クラブを日常生活圏とし、地域住民の日常的な体力づく
り、健康増進の場としてふさわしいものになるでしょう。

　地域の教育力低下や人間関係の希薄化など多くの問題が見られます。総合型地域スポーツクラブは地
域のスポーツクラブです。高齢者のかたがたが持つ豊富な知識や人脈、社会経験はクラブ運営の中で必
ず活かされます。

���������	
��
������

��������	
��
����	������������
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歴史民俗資料館だより
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〜 
甲  
子  
講 
〜

こ
う 

し 

こ
う

　

甲
子
講
は
、 
甲
子 
ま
た
は 
子 
の
日
に
講

き
の
え
ね 

ね

中
ま
た
は
個
人
で
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い

て
精
進
供
養
を
す
る
行
事
で
、「 
子  
待 
ち
」

ね 

ま

と
い
い
、「 
甲  
子  
待 
」
と
も
い
い
ま
す
。
子

こ
う 
し 
ま
ち

待
ち
の
礼
拝
本
尊
は
大
黒
天
（ 
大  
国 

お
お 
く
に 
主 

ぬ
し
の

 
神 
）
で
す
。
こ
の
夜
、
当
番
の
家
で
は
赤

か
み飯

や
小
豆
や
大
豆
・
黒
豆
な
ど
豆

の
入
っ
た
ご
飯
や
ご
馳
走
を
作

り
、
一
室
に
大
黒
天
の
掛
軸
を
か

け
、
灯
明
・
供
物
を
供
え
、
講
中

一
同
集
ま
っ
て
礼
拝
し
た
後
飲

食
・
歓
談
に
過
ご
す
楽
し
い
一
夜

で
し
た
。
ご
利
益
と
し
て
は
、
作

が
よ
く
な
る
、
金
が
貯
ま
る
、
金

銭
に
不
自
由
し
な
い
な
ど
で
、

 
庚
申 
よ
り
も
福
の
神
的
な
祝
い
事

こ
う
し
ん

の
感
が
強
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
石

い
し
数
巻
を
借
り
出
し
て
家
で
祈
祷
し
た

こ
と
か
ら
い
つ
の
間
に
か
お
経
が
行
方
不

明
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

が
６
０
０
巻
が
完
全
に
残
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
で
も
あ
る
よ
う

で
す
。

〜 
大  
般  
若  
経 
と
は
〜

だ
い 
は
ん 
に
ゃ 
き
ょ
う

　

大
般
若
経
は
、「
大
般
若 
波  
羅  
密  
多 
経
」

は 

ら 
み
っ 
た

の
略
称
で
、
唐
の 
玄 げん 
奘 
三
蔵
法
師
が
イ
ン

じ
ょ
う

ド
に
渡
り
集
め
た
物
で
、
西
暦
６
６
０
年

か
ら
６
６
３
年
ま
で
約
４
年
間
か
け
て
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
漢
訳
し
た
経
典
名

で
す
。
般
若
波
羅
密
（
清
浄
な
心
持
ち
で

生
き
抜
く
た
め
の
智
恵
で
あ
り
、
彼
岸
に

到
達
す
る
た
め
の
智
恵
で
あ
る
）
の
意
義

子
講
は
、
早
く
は
室
町
時
代
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
甲
子
の

日
に
大
黒
天
参
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

〜
お 
般
若 
さ
ま（
オ
デ
エ
ハ
ン
ニ
ャ
）〜

は
ん
に
ゃ

　

か
っ
て
菅
谷
の
不
動
院
や
額
田
の 
毘  
盧 

び 

る

 
遮  
那  
寺 
、
飯
田
の
一
乗
院
、
下
大
賀
の
弘

し
ゃ 
な 

じ

願
寺
な
ど
で
は
、
正
月
に
大
般
若
経
６
０

０
巻
を
転
読
の
後
、
お
経
を 
経 

き
ょ
う 

櫃 
に

び
つ

納
め
て
、
当
番
の
者
が
前
後
２
人
で

か
つ
ぎ
区
内
各
戸
を
ま
わ
り
拝
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
回
っ
て
き
た
家
の
人
が
次
の
家

ま
で
リ
レ
ー
式
で
運
ん
で
い
き
、
運

ば
れ
て
き
た
経
櫃
に
対
し
て
、
御
神

酒
を
あ
げ
た
り
、
箱
の
下
を
く
ぐ
っ

た
り
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
無
病
息

災
が
約
束
さ
れ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
配
ら
れ
た
御
札
を
家
の
入
口

に
貼
っ
て
お
く
と 
万
厄 
が
除
か
れ
る

ま
ん
や
く

と
す
る
行
事
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て

は
「
オ
デ
エ
ハ
ン
ニ
ャ
」
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
後
世
に
な
る
と
、
病

気
に
な
っ
た
家
が
、
寺
か
ら
１
巻
な

塔
と
し
て
は
市
内
で
は
、
戸
崎
の
鹿
嶋
神

社
前
に
あ
る
弘
化
４
年
（
１
８
４
７
）
８

月　

日
に
建
て
ら
れ
た
「
甲
子
供
養
塔
」

１７
（
右
戸
村
笠
間
、
左
御
城
下
と
刻
字
さ
れ

道
し
る
べ
に
も
な
っ
て
い
る
）
と
元
治
２

年
（
１
８
６
５
）
２
月
建
立
の
戸
多
若
宮

に
あ
る
だ
け
で
す
。

　

大
黒
天
を
甲
子
の
日
に
祀
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
大
勢
の
悪
が
し
こ
い
神
か

ら
火
攻
め
に
さ
れ
た
と
き
に
、
ネ
ズ
ミ
か

ら「
内
は
ほ
ら
ほ
ら
、
外
は
す
ぶ
す
ぶ（
す

ぼ
ん
で
い
る
）」と
教
え
ら
れ
て
穴
に
入
り

命
が
助
か
っ
た
と
さ
れ
る
大
国
主
命
が
、

大
黒
天
と
同
体
の
神
と
さ
れ
、
ネ
ズ
ミ
つ

ま
り 
子 
と
関
係
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
甲

ね

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
７
月　

日（
土
）か
ら
９
月
２
日（
日
）ま
で

２１

企
画
展
「
講
〜
人
々
と
信
仰
〜
」
の
展
示
を
行
い
ま
す
。「
講
」
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
『
広
報
な
か
』（
７
月
号
）
で
一
部
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
そ
の
続
編
と
な
り
ま
す
。

　軸装　大国主命（大黒天）

唐櫃の下をくぐる講中
（千葉県立大利根博物館発行『東総の大般若経』より）



広報なか７月号９

問い合わせ　�２９７－００８０

を
説
く
諸
経
典
を
集
成
し
た
も
の
で
、
完

全
な
形
で
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
遣
唐

使
に
よ
っ
て
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
早
い
時
期
に
大
般
若
経
が
通
読
さ

れ
た
の
は
、
大
宝
３
年
（
７
０
３
）
に
薬

師
寺
で 
奉
読 
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、
天
長

ほ
う
ど
く

元
年
（
８
２
４
）
４
月　

日
に
は
疫
病
を

２８

防
ぐ
た
め
に
諸
国
の
寺
院
に
奉
読
さ

せ
て
い
ま
す
。
膨
大
な
６
０
０
巻
全

部
を
読
む 
真
読 
は
難
し
い
の
で
、
１

し
ん
ど
く

巻
ご
と
に
パ
ラ
パ
ラ
と 
転
翻 
し
て
い

て
ん
ぱ
ん

く 
転
読 
が
あ
り
ま
す
。
天
長
４
年　

て
ん
ど
く

１２

月　

日
に
は
、 
大
極  
殿 
（
国
の
政
庁

だ
い
ご
く 
で
ん

１４
の
正
殿
）
で
３
日
間
、
地
震
の
止
む

こ
と
を
祈
願
し
て
１
０
０
人
の
僧
侶

に
転
読
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
願
い

は
国
家
安
寧
・
五
穀
豊
穣
で
も
あ
り

ま
す
が
、
怨
霊
を
鎮
め
る
、
災
厄
を

の
が
れ
る
、
疫
病
を 
祓 
う
と
い
っ
た

は
ら

世
俗
的
な
苦
悩
か
ら
の
離
脱
の
方
に

重
点
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
も
偉
大
な
指
導
者
の
追

善
や
困
難
な
時
代
の
局
面
で
、
地
方

の
豪
族
な
ど
に
よ
り
発
願
さ
れ
、
写

経
や
読
経
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

〜
毘
盧
遮
那
寺
の
大
般
若
経
〜

　

歴
史
民
俗
資
料
館
常
設
展
示
室
の
中
世

の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
毘
盧
遮
那
寺
（
額
田

北
郷
）
所
蔵
の
大
般
若
経
（
折
本
、
５
６

９
帖
）
の
一
部
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
約
５
１
０
年
前
の
明
応
８
年
（
１

４
９
９
）
の
春
に
筆
写
が
終
わ
り
額
田
郷

の
鎮
守
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
が
、

水
戸
藩
時
代
に
徳
川
光
圀
が
仏
典
を
神
社

に
置
く
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
毘
盧
遮
那
寺

に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
最
後
に

記
さ
れ
て
い
る
「 
奥
書 
」
に
よ
れ
ば
、
発

お
く
が
き

願
者
（
祈
願
者
で
あ
り
寄
進
者
）
で
あ
る

 
檀  
那 
は
当
時
の
額
田
城
主
小
野
崎
下
野
守

だ
ん 
な

善
通
（
義
通
）
を 
大  
旦  
那 
と
す
る
ほ
か
小

お
お 
だ
ん 
な

野
崎
通
老
ら　

人
で
、
筆
者
は
額
田
北
郷

５０

森
戸
に
あ
っ
た
連
蔵
院
の 
仕  
僧  
理 

し 
そ
う 
り 

順 
じ
ゅ
ん 

坊 ほう

 
順 

じ
ゅ
ん 
海 
ら　

人
余
り
で
す
。
は
じ
め
は
巻

か
い

３０

本　

巻
を
１
箱
と
し
、 
唐
櫃 
３
合
（
３
箱

か
ら
び
つ

１０

〜
菅
谷
延
命
院
の
大
般
若
経
〜

　

ま
た
、
常
陸
太
田
市
大
里
の
来
迎
院
に

残
る
大
般
若
経
（
４
３
４
巻
の
み
、
折
本

で
は
な
く
ノ
ー
ト
型
に
綴
ら
れ
て
い
る
）

は
、
菅
谷
下
宿
西
に
あ
っ
た
延
命
院
（
天

保
の
社
寺
改
革
で
廃
寺
）
の
も
の
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
書
写
の
は
じ
め
は
、
毘
盧

遮
那
寺
本
よ
り
早
い
応
永　

年
（
１
４
１

２５

８
）
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
戦

国
時
代
に
数
回
修
復
さ
れ
、
天
正
７
年

（
１
５
７
９
）に
は
完
了
し
て
い
ま
す
。
経

典
の
寄
進
者
に
は
「
佐
竹
額
田
住
」
の
谷

田
部
・
平
野
・
井
上
・
高
畠
・
内
桶
氏
を

は
じ
め
女
性
や
子
ど
も
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
皆
々
が
、「
滅
罪
生
善
、
安
穏
快
楽
」・

「
二
世
安
穏
」
を
願
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
講
や
写
経
な
ど
か
ら
う
か
が
え

る
よ
う
に
、
い
つ
の
世
で
も
、
庶
民
の
生

活
の
中
で
は
、
高
く
は
天
下
泰
平
の
祈
り

か
ら
、
日
常
に
お
け
る
無
病
息
災
・
蓄
財

招
福
の
願
い
は
変
わ
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

現
在
、
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
市
内

の
「 
社  
寺  
祀  
堂 
」
を
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、

し
ゃ 
じ 

し 
ど
う

こ
の
大
般
若
信
仰
の
奥
書
の
調
査
に
よ
り

当
時
の
歴
史
的
な
背
景
も
か
な
り
明
ら
か

に
な
り
ま
す
。
民
間
信
仰
の
世
界
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
歴
史
的
史
料
と

し
て
貴
重
な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

「
大
般
若
経
〜
信
仰
の
世
界
〜
」と
し
て
併

せ
て
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
お
り
ま
す
。

の
意
味
）
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

約
２
０
０
年
後
の
元
禄　

年（
１
７
０
１
）

１４

に
住
職
の 
宥
精 
と
弟
子
の 
宥
円 
ら
に
よ
る

ゆ
う
せ
い 

ゆ
う
え
ん

修
正
が
あ
り
、 
折 おり 
帖 
に
修
造
さ
れ
ま
し

ち
ょ
う

た
。
そ
の
後
も
何
度
か
修
正
さ
れ
、
そ
の

た
び
に
奉
納
者
名
・
細
工
人
名
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
宝
暦
５
年
（
１
７
５
５
）・

６
年
に
は
額
田
村
の
鈴
木
左
門
・
鈴
木
市

十
郎
、
根
本
七
衛
門
、
米
崎
村
の
福
地
理

衛
門
ら
多
数
が
寄
進
者
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
の
大
般
若
経
の
写
経
の
き
っ
か
け

は
、
明
応
３
年
（
１
４
９
４
）
３
月　

日
１０

の
夜
に
、
白
衣
の
神
体
が
順
海
の
師
で
あ

る 
朝 
ち
ょ
う 

海  
法  
印 
の
枕
元
に
現
れ
て
「
千
早
経

か
い 
ほ
う 
い
ん

八
重
幡
雲
御
法
爾
和
太
伊
波
羅
若
於
備
天

志
加
志
（
ち
は
や
ぶ
る
や
え
は
た
ぐ
も
の

み
の
り
に
わ
た
い
は
ら
に
ゃ
を
そ
な
え
て

し
か
）」
と
の
一
首
を
賜
っ
た
。
そ
こ
で
、

早
速
大
般
若
経
書
写
の
願
い
を
立
て
よ
う

と
、
こ
の
こ
と
を
額
田
城
主
へ
披
露
し
、

諸
処
方
々
へ
助
力
・
助
筆
を
依
頼
し
、
は

じ
め
に
大
般
若
経
の 
理  
趣  
分 
第　

巻
の
み

り 
し
ゅ 
ぶ
ん

１２

を
筆
写
し
納
め
た
と
の
こ
と
で
す
。
内
実

は
、
約
１
０
０
年
続
い
た
佐
竹
の
乱
（
応

永　

年
、
１
４
０
７
〜
永
正
元
年
、
１
５

１４
０
４
）
と
い
わ
れ
た
佐
竹
氏
族
の
抗
争
の

間
で
あ
り
、
戦
乱
の
最
中
に
も
平
和
が

戻
っ
た
そ
の
時
に
額
田
氏
の
結
束
を
は
か

り
、
領
内
の
安
定
と
平
和
を
願
っ
て
の
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。
寺
で
は
、
正
月　
１６

日
、
大
般
若
経
転
読
・ 
護  
摩  
焚 
き
の
「
星

ご 

ま 

た

祭
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

毘盧遮那寺の大般若経
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（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）

　寄贈・寄託者のかたに厚くお礼申し上げます。今後も資料館の充実を図ってま

いりますので、古い文書・道具・写真などお持ちのかたは、ぜひご連絡ください。

※諸事情によりお引き受けできない場合もございます。

那珂市歴史民俗資料館
�297－0080

～平成１８年度
寄贈・寄託資料～

○寄贈品
　・庚申講掛軸
　・十九夜講掛軸
　・子安講掛軸
　・百万遍講道具一式
　・土師器（甕、壷）他
　・蛤刃式石斧（額田城跡）
　・古銭（額田城跡）
　・打製石器（下大賀遺跡）
　・土錘（竹の越遺跡）
　・慰問袋
　・ミニチュアドール
　・その他　多数
●寄託品
　・木像如意輪観音立像
　・雛人形
　・その他

～平成１８年度資料寄贈・寄託者名～

・青山　　博　　・津久井昌明　　・渡邉　　明
・阿久津主郎　　・根本　正広　　・一 乗 院
・小薗井　昇　　・萩野谷武雄　　・田崎新矩組合　芦間　　利
・加藤　　寛　　・萩野谷哲男　　・仲 福 田 区
・川和田曙生　　・萩野谷敏一　　・久保山坪代表　綿引　成彦
・小池　定男　　・原　　公史　　・小谷場一同代表　綿引　益男
・後藤　猛雄　　・檜山　守男　　・久保山坪代表　綿引　りん
・酒井　健一　　・藤田　滿男　　

－敬称略・順不同－

入館者総数テ ー マ開 催 期 間

３，２３４人那珂町先住民の遺産展平成１８年７月２２日～９月３日

　７７８人忘れえぬ手紙展平成１８年１１月３日～１２月２日

１，２６２人雛人形展平成１９年２月１１日～３月１２日
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　那珂市文化財愛護協会の第１回公開研修会が
６月２２日、市中央公民館で開催されました。講
師に那珂市文化財保護審議会委員であり元茨城
県立歴史館学芸部長の加藤雅美氏をお迎えし
て、「埋蔵文化財の保護と発掘調査」と題し、
スライド写真や土器の実物を前に、発掘調査時
の遺跡の様子や体験談などを交え、文化財の保
護についての知識を説明しました。今回、参加
された皆さんは、私たちの祖先の生活について
垣間見ることができたようです。

��������	
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　５月に開催した特別季節展「端午の節句」を記
念して、市歴史民俗資料館では６月１０日、記念講
演会を開催しました。講演では仲田昭一館長・梅
原亜希子学芸員が講師を務め、端午の節句に関係
の深い貴重な掛軸や絵馬を用いて、それにまつわ
る歴史的人物の説明や、その人物が日本史編さん
において、時代ごとに扱われ方が違う理由につい
て解説しました。移り行く時代を生きる私たち
にとって、親から子へ何を教え伝えていくべきか
考えさせられる、実りある講演となりました。
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少
子
化
の
進
行
や
共
働
き
世
帯
の
増

加
等
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

国
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
健
や

か
に
育
て
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、
平

成　

〜　

年
ま
で
の　

年
間
の
計
画
と

１３

２２

１０

し
て
「
健
や
か
親
子　

」
を
策
定
し
ま

２１

し
た
。

　

ま
た
市
に
お
い
て
は
、
国
が
少
子
化

対
策
と
し
て
平
成　

年
７
月「
次
世
代
育

１５

成
支
援
対
策
推
進
法
」を
制
定
し
た
の
を

受
け
、
平
成　

年
３
月
「
次
世
代
育
成
支

１７

援
対
策
行
動
計
画
〜
子
ど
も
を
ギ
ュ
ッ

と
だ
き
し
め
て
〜
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
市
で
は
、
国
の
「
健
や
か
親

子　

」
計
画
と
市
の
「
次
世
代
育
成
支

２１
援
対
策
行
動
計
画
」
を
基
本
に
据
え
、

「
健
や
か
親
子
那
珂　

〜
第
１
次
母
子

２１

保
健
計
画
〜
」
を
平
成　

年
３
月
に
策

１９

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
計
画
に
基
づ
き
、
思
春
期
か

ら
の
妊
娠
・
出
産
に
備
え
た
体
づ
く
り

と
小
児
期
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
等

に
視
点
を
お
き
、
子
育
て
支
援
策
や
児

童
虐
待
の
予
防
策
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
市
民
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

��������	
��������	
���
��������	 （計画期間平成１９年～２３年度）

問
い
合
わ
せ

　
　

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
（
�
２
７
０
・
８
０
７
１
）
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親の育児負担感や不安感、子どもの社会不適応や虐待
等、子どもと親をめぐる問題が明らかになり、子ども

の安らかな心の発達のために、改めて父親も含めた親子関係
の確立と子どもの人間形成についての認識が必要です。
　平成１７年度の市の３歳児を持つ親の状況は次のとおりです。
「子育てに自信が持てない母　４％」
「ゆったりとした気分で子どもと過ごせる時間がある母　２８％」
「子どものふろ入れや歯みがき等の育児をよくする父
 休日６１％・平日３３％」
「子どもと一緒によく遊ぶ父　休日４８％・平日１０％」
　これらの状況から、子育てに自信が持てない母の割合は
少ないのですが、父の協力を得にくいことがわかりました。
　今後は、保健や福祉、教育が連携し、子育て支援策の充
実と父親に対する育児参加の推進を行います。

��������	�
��

代は子どもの発育や発達を保障する社会環境と
しては、決して良い状況ではありません。テレビ

やゲーム機の普及、親の労働の多様化等による“生活リ
ズムの乱れ”や“運動不足”、食べたいものがいつでも
手に入る環境と親の食に対する意識の低下等からくる
“食生活の乱れ”等数え上げればきりがありません。
　平成１７年度の市の３歳児の生活状況は次のとおりです。
「７時過ぎに起床する子ども　６７％」
「２１時過ぎに就寝する子ども　７３％」
「外で遊ぶ時間が２時間未満の子ども　３６％」
「２時間以上テレビを見る子ども　６２％」
「毎日ジュースを飲む子ども　３１％」
「１回に食べるご飯の量が１杯未満の子ども　３６％」
　これらの状況から、子どもが育つ環境を整えること
の大切さを親と共有し、子どもの健全な発育と発達を
関係機関と連携し支援します。

現
母

���������	

年、思春期における人工妊娠中絶や性感染症の増加、
薬物乱用、飲酒・喫煙、過剰なダイエット等の増加

がみられており、これらが思春期の健康をむしばんでいる
ことが指摘されています。
　市においては思春期女性のやせが増加しています。これ
は不妊や分べん異常、低出生体重児（２，５００ g 未満で生まれた
赤ちゃん）出産等の増加と関連しているといわれています。
　また、思春期男性の肥満も増加しています。この時期に
太った人は成人期に糖尿病・心筋こうそく・脳こうそく等
の生活習慣病を発症しやすいといわれています。
　今後は、小中学校と連携し思春期のやせや肥満の予防に
努めます。

近
��������	
�
どもが母の胎内で順調に成長し健康で生まれる
ことは、妊娠中の母体の健康に左右されます。

　市では妊婦健康診査時に高血圧・たんぱく尿・尿糖
が出た人や低出生体重児出産が年々増加しています
が、これらを予防するためには妊娠中の食生活管理が
とても大切です。
　今後は、母親学級等で栄養と
食習慣についての取り組みを行
い、妊娠中を健康に過ごすこと
ができるよう支援します。

子
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■特別児童扶養手当とは

　精神または身体に障害のある２０歳未満の児童を家庭
において監護している父もしくは母、または父母に代
わってその児童を養育しているかたが受給できる手当
です。手当には、障害の程度により１級、２級があり
ます。該当となる障害の程度は右表のとおりです。
　ただし、次の場合は受給資格に該当しません。
○児童および父、母または養育者が日本国内に住ん
でいないとき

○児童が障害による公的年金を受給することができ
るとき

○児童が児童福祉施設（ただし、保育所・通園施
設・肢体不自由児への短期母子入所を除く）に入
所しているとき

　なお、特別児童扶養手当は児童扶養手当、児童手当、
障害児福祉手当との併給が可能です。
■手当額および支払日

■所得による支給制限

　請求者や配偶者および扶養義務者の所得が所定の限
度額を超えている場合は、手当を受給することができ
ません。
■申請について

　この手当を受けるためには、申請が必要です。
　申請は、市役所１階の介護福祉課で受け付けていま
す。手当は申請のあった翌月分から該当となります。
申請時に必要な書類は次のとおりです。
○認定請求書
○請求者と対象児童の戸籍謄本（抄本）
○請求者と対象児童が含まれる世帯全員の住民票
○診断書（障害によって所定の様式があります）
○口座振込依頼書（請求者名義の郵便貯金口座）
　認定請求書、診断書、口座振込依頼書などの所定の
様式は市介護福祉課にありますので、お問い合わせく
ださい。また、平成１９年１月１日現在で那珂市にお住
まいでなかった場合は、平成１８年の課税証明書が必要
となります。

支　払　月
（支給対象月）

手　当　額
（児童１人につき）

４月期（１２～３月分）
８月期（４～７月分）
１２月期（８～１１月分）

５０，７５０円１級

３３，８００円２級

■手当の該当となる障害の程度

※障害の程度はおおむね上記のとおりですが、身
体障害者手帳または療育手帳をお持ちでないか
たも、上記と同程度（国民年金の障害等級にお
ける１・２級と同じ）と診断されれば、該当と
なります。

※障害が重複する場合は、それぞれの障害程度を
総合的に確認し、手当の等級が認定されます。
身体の機能障害、病状または精神障害でそれぞ
れ単独の診断書で受理しても等級の認定に影響
がない場合には、単独の障害での申請となりま
す。

　なお、診断書は次の場合において省略することがで
きます。（手帳の写しを添付）
○療育手帳の判定が○Ａ ・Ａの場合
○身体障害者手帳（内部障害を除く）の等級（複数障
害がある場合は障害ごとの等級）が１からおおむね
３級の場合

・身体障害者手帳の判定がおおむね
１・２級（内部的疾患含む）程度
に該当するかた

・療育手帳の判定が○Ａ ・Ａ程度の知
的障害である場合または同程度の
精神障害がある場合

１　級

・身体障害者手帳の判定がおおむね
３級（内部的疾患含む）程度に該
当するかた

・療育手帳の判定がＢ程度の知的障
害である場合または同程度の精神
障害がある場合

２　級

現在、受給しているかたは　
所得状況届の提出が必要です

　手当を受給しているかたは（支給停止のかたも
含む）、毎年８月１１日から９月１０日までの間に所

� ��

得状況届を提出することになっています。これに
� �������

よって、８月分以降１年間の手当支給の可否が決
定されますので、市介護福祉課から通知がありま
したらご提出ください。



広報なか７月号１３

市政だより 

��������	
��
�����
��������	
��
����������������

��������	
��
���� ��������	
��
�����������������	�


　平成２０年４月から新しい後期高齢者医療制度が始ま
ります。今回は、後期高齢者医療制度の６つのポイン
トをお知らせします。
■６つのポイント

①７５歳以上（一定の障害がある場合には６５歳以上）の
かたが対象となります。
②平成２０年３月に新しい保険証が１人に１枚送付され
ます。
③医療機関窓口での患者負担は、現在の老人保健と同
様に原則１割負担、現役並み所得者は３割負担とな
ります。
④保険料は、原則、年金からの天引きとなります。（年
額１８万円以上の年金受給者のかた）

　茨城県後期高齢者医療の保険料は平成１９年１１月こ
ろに決定する予定です。

⑤後期高齢者医療制度の運営は、県内全市町村が加入
する広域連合が行います。

⑥各種申請等の窓口業務、保険料徴収業務は今までど
おり市町村が行います。
■問い合わせ

茨城県後期高齢者医療広域連合
〒３１１－４１４１　水戸市赤塚１－１　ミオス１階
�３０９－１２１２　FAX３０９－１１２６
http://www.ibaraki-kouikirengo.ecnet.jp/

後期高齢者医療制度の運営のしくみ 

後期高齢者医療制度 
の被保険者　　　　 

７５歳以上のかた・一定の障
害のある６５歳以上７５歳未満
のかた 

各医療保険（健保組合・ 
国保等）の被保険者　　 

０歳以上７５歳未満のかた 

医療機関等 

後期高齢者医療制度の財源（※1） 

高齢者の 
保険料　１割 

後期高齢者 
支援金 
（若年者の 
保険料） 
 
約４割 

公費 
（約５割） 
 
国：県 
　：市町村 
 
＝４：１：１ 

各医療保険者 
（健保組合・国保等） 

社会保険診療 
報酬支払基金 

保険料 

（原則、年金からの天引き） 

（１割または３割） 

保険料 

患者負担 

後期高齢者の心身の特性 
に応じた医療サービス 

医療給付等の支給 
（９割または７割） 

一括納付 

交付 

※１　後期高齢者の医療にかかる費用のうち、後期高齢者医療制度の被保険者のかたが医療機関窓口で支払う患者負担を除いた分を、
公費（国、県、市町村）が５割を負担、現役世代（若年者の保険料）が４割を負担し、残りの１割を後期高齢者の皆さんから保
険料として納めていただきます。
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　経済的な理由や失業等により、国民年金保険料を納付す
ることが困難な場合には、申請手続きをしていただくこと
により、保険料の納付が免除・猶予となる保険料免除制度
や若年者納付猶予制度があります。免除の承認期間は、７
月から翌年６月までです。
■全額免除制度

　保険料の全額（月額１４，１００円）が免除され、全額免除の
期間は、全額納付したときに比べ、年金額が３分の１とし
て計算されます。
■一部納付制度（一部免除）制度

　保険料の一部を納付、残りの保険料は免除になります。
一部納付は３種類です。

【ご注意ください】一部納付（一部免除）制度は、保険料
の一部を納付することにより、残りの保険料の納付が免除
となる制度です。一部保険料を納付しなかった場合は、そ
の期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、将来

の老齢基礎年金の額に反映されず、また、障害や死亡と
いった不慮の事態が生じた場合に年金を受け取ることがで
きなくなる場合がありますのでご注意ください。
※全額免除および一部免除制度を申請する場合は、本人、
配偶者、世帯主の前年所得が、それぞれ一定の基準額以
下であることが条件です。

■若年者納付猶予制度

　学生でない若年者については、本人が無職である等の理
由で所得がないかたであっても、世帯主の所得によって
は、保険料の免除に該当しない場合がありました。このよ
うな若年者の、将来の無年金・低年金となることを防止す
るために、同居している世帯主の所得にかかわらず、本人
および配偶者の所得要件で、保険料の納付が猶予され、保
険料の後払いができます。３０歳未満のかたに限り利用でき
る制度です。
■保険料の追納について

　保険料の免除を受けた期間は、保険料を全額納付したと
きに比べ、受け取る年金額が少なくなります。また、納付
猶予を受けた期間は、年金額には反映されません。そこ
で、これらの期間は、１０年以内であれば、あとから保険料
を納めることができます。ただし、２年を過ぎて納付する
場合は、当時の保険料に経過した期間に応じて一定の額が
加算されます。

老齢基礎年金の計算には保険料額（月額）

年金額に２分の１が反映３，５３０円
４分の１納付
（４分の３免除）

年金額に３分の２が反映７，０５０円
２分の１納付
（２分の１免除）

年金額に６分の５が反映１０，５８０円
４分の３納付
（４分の１免除）

　自動車保有台数は年々増加しており、これに伴う温室効果ガスの排出量やエネル
ギー使用量の増加、大気環境の悪化が懸念されています。那珂市では地球環境につ
いて考える機会を持ってもらうことを目的に、６月から毎月第２水曜日をノーマイ
カーデーとし、できる限り自動車利用を自粛していただくよう呼びかけています。
市内にお住いのかた、市内の事業所にお勤めのかたの同運動への積極的な参加をお
願いします。
■那珂市のノーマイカーデー（８月以降）
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　那珂市の実施日と併せて６月５日と１３日
の両日、株式会社水戸ニコン（菅谷）もノーマ
イカーデーを実施しました。社内にポス
ターを掲示して協力を呼びかけたという同
社。多くの従業員のかたが徒歩や自転車、電
車で通勤されました。事業者のかたがたに
もノーマイカーデーの輪が広がっています。
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※６月は環境月間のため６月５日（環境の日）・１３日に、７月は１１日に実施
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ごみを減らすために

問い合わせ 
生活環境課廃棄物対策係 
�２９８－１１１１　内線２５３ 

　市は、皆さんの日常生活に直接結びついた仕事をして
おり、そのために必要な費用を市民の皆さんに公平に負
担していただいています。このような性格を持った代表
的な税が市民税であり、県民税と併せて市県民税（総称
して「住民税」）といわれています。

■市県民税とは

　市県民税は、１月１日現在に住所を有する市町村から
課税されます。
　その税の内訳は、納税者に均等にかかる「均等割」（市
民税３，０００円、県民税１，０００円）と所得に応じてかかる「所
得割」があります。

■税額の算出方法

　前年１年間に得た所得から各種控除額を差引いた額
（課税標準額）に税率をかけて計算されます。所得税の計
算方法と基本的に同じですが、控除額や税率が異なりま
す。ただし、税の負担力の観点から次のいずれかに該当
する場合には、非課税制度が設けられています。

（１）所得割と均等割が課税されない人

・前年中に所得がなかった人
・生活保護法により生活扶助を受けている人
・障害者、未成年者、寡婦または寡夫で前年の合計所
得金額が１２５万円以下の人

（２）均等割が課税されない人

・前年の合計所得金額が次の額または次の算式で求め
た額以下の人

　　扶養家族のいない人…２８万円
　　扶養家族のある人…
　　２８万円×（本人＋控除対象配偶者＋扶養親族数）＋１６万８千円

（３）所得割が課税されない人

・前年の合計所得金額が次の額または次の算式で求め
た額以下の人

　　扶養家族のいない人…３５万円
　　扶養家族のある人…
　　３５万円×（本人＋控除対象配偶者＋扶養親族数）＋３２万円

■問い合わせ／税務課市民税係

�２９８－１１１１　内線１６５・１６６

●マイバッグを持参して買い物へ！

　買い物の際にスーパーやコンビニなどで配られるレジ袋
は、品物の持ち帰りには便利ですが、家に持ち帰ったレジ
袋は、そのほとんどがごみとして捨てられています。日本
では、１年間にレジ袋約３００億枚がごみになっています。
レジ袋の原料は石油です。レジ袋の消費を抑えれば、石油
資源を浪費せずに済み、地球温暖化の防止にも役立つこと
になります。買い物をするときには、マイバッグ（自分の
買い物袋）を持参し、お店のレジ袋は、できるだけもらわ
ないようにしましょう。限りある資源の有効活用とごみの
減量に努めましょう。
●生ごみ処理機器の購入補助制度について

　本市に住所を有し居住している一般家庭に対し、生ごみ
処理機器の購入補助制度があります。
　ごみの減量化と資源再利用のために、ぜひご活用くださ
い。
●申請の手順

・購入前に市生活環境課窓口にて申請書を受け取り、記
入欄、添付書類の説明を受けてください。（那珂市
ホームページからも申請書がダウンロードできます）

　※那珂市ホームページ
　　http://www.city.naka.lg.jp/
・予算に限りがありますので、事前に市生活環境課廃棄
物対策係にお問い合わせください。

◇生ごみ処理容器（コンポスター等）

補助対象数：１世帯につき２基まで
補 助 金 額：購入額の半額補助（消費税分は除く）（１００

円未満切り捨て）で、３，０００円が上限です。
※市内の販売店（販売指定店はなし）での購入品に限り
ます。

◇電動・手動生ごみ処理機器

補助対象数：１世帯につき１基まで
補 助 金 額：購入額の半額補助（消費税分は除く）（１００

円未満切り捨て）で、２０，０００円が上限です。
※販売指定店はありません。

��������	
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＜キッチンでのごみ減らし＞

○食べきれる分だけ買ってつくりましょう

○食材は上手に使いきりましょう
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■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３

　女性ネットワークなかの総会が、
５月２６日市総合センターらぽーるで
開催され、提出された議案はすべて
承認されました。総会終了後は市民
のかたを交え、「 男 と 女 　輝いて生

ひと ひと

きる講演会」に渡辺満枝先生をお迎
えして「人を惹きつける話し方・接
し方」のテーマのもと講演をいただ
きました。発声練習やあいさつの仕
方などの実演を交え、「いくつに

なっても自分を磨くことに終わりは
ない」と、身振り手振りを加え、時
折ユーモアを織り交ぜながらの講演
に聴衆は渡辺先生の魅力に惹きつけ
られ、会場は明るい笑顔と活気に満
ちあふれました。また、会場ロビー
では参加団体から産品や手作り品が
出品され、その売上げの一部が那珂
市社会福祉協議会の善意銀行に寄付
されました。

　野木利三郎さん（東木倉）に６月
１２日、社団法人日本善行会から善行
銀章が贈られました。
　野木さんは、約２０年間にわたり那
珂市（町）社会福祉協議会などへ、シ
ルバーカーや図書など多数の品物の
ほか、多額な寄付をされてきました。
また、社会福祉協議会内の床張りや
修繕などの奉仕活動等を行う一方、
自ら「ひばりの会」を発足し、視覚
障害者の自立支援に尽くされるなど
多方面で社会貢献にご尽力されまし
た。受賞おめでとうございます。

��������	
��
平成１９年度特別表彰善行銀章表彰
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女性ネットワークなか総会

　第３８回交通安全子ども自転車那珂
地区大会が６月１５日、那珂総合公園
で開催されました。この大会は県大
会予選会も兼ねており、優勝チーム
は県大会へ出場できるとあって、市
内１１の小学校から選出された各校４
人の代表は少し緊張しながらも、学
科テストや実技による安全走行テス
ト、技能走行テストなどで知識や技
術を競い合いました。
　成績は次のとおりです。①戸多
小、②菅谷西小、③五台小、④瓜連
小、⑤本米崎小

��������	
交通安全子ども自転車大会

　那珂三中の伝統行事「お茶摘み大
会」が５月２０日に行われました。
　作柄も良く柔らかく上質に育った
今年のお茶の葉。生徒たちは、クラ
スメートとともに茶葉を一枚一枚丁
寧に摘みとりました。また、参加し
た保護者のかたがたも生徒たちと一
緒にお茶摘みを体験し、子どもたち
の学校生活の一面を知ることができ
る貴重な時間を過ごしていました。
計量を済ませて集められたお茶の
葉。冬にはお茶会を開き、おいしい
お茶をみんなで楽しみます。

��������	
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那珂三中で伝統のお茶摘み大会

　初夏の日差しが降り注ぐ絶好の釣
日和となった５月２７日、常陸太田市
粟原町粟原釣場で第４４回久慈川粟原
釣大会が開催され８３人の参加者が釣
果を競いました。大会ではふなの部
と雑魚の部が設けられ、参加者は、
ふなの部で１匹の長さを、雑魚の部
で１匹の重量を競いました。釣り糸
の垂れる水面をじっと見つめながら
大物をねらう参加者のかたがた。中
には、３，８００グラムほどの鯉が釣り上
げられるなど、参加者の皆さんはこ
の日の釣果に満足した面持ちでした。

��������
ちょう

������
か

第４４回久慈川粟原釣大会
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地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　なか日本語くらぶが１０周年を記念
して６月３日、国際交流のつどいが
ふれあいセンターよこぼりで開催さ
れました。オープニングでは外国人
のかたがたが「１０年後の夢」をスピー
チ。「農業に詳しくなっていたい」
「自分の店を持ちたい」など、同くら
ぶで習得した流ちょうな日本語でそ
れぞれの夢を堂々と発表しました。
また、パーティーでは世界の料理が
振る舞われ、参加した市民の皆さん
も外国文化に囲まれながら積極的に
交流を図っていました。

��������	
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なか日本語くらぶ１０周年記念国際交流のつどい

　市総合センターらぽーるトレーニ
ングルームで、６月２日かららぽー
る健康教室が開催されました。１１月
までの６か月間にかけての行われる
教室では、専門のインストラクター
が機器の使用方法を説明した後、個
別にトレーニングカルテを作成して
指導し、健康づくりへのサポートを
しました。初めて参加されたかた
は、「普段ではできないことでした
し、いい汗かけて気持ちよかったで
す」と話してくれました。

��������	

らぽーる健康教室が毎週開催

　那珂市家庭婦人バレーボール連盟
主催、市民バレーボール大会が那珂
総合公園アリーナで開催されまし
た。皮のバレーボールを使用しての
今大会、参加した６チームは楽しみ
ながらも互いに凌ぎを削り、熱い攻
防が繰り広げられました。決勝で
は、リーグトップで勝ち上がった五
台クラブと木崎クラブが対戦、熱戦
の末試合を制した五台クラブが優勝
し、大会に幕が下りました。なお、
３位には芳野クラブとなりました。

��������	
市民バレーボール大会

　新曲「額田城 逍 
しょう

 遥 」・民話「北向
よう

き地蔵尊」発表会が６月３日、市総
合センターらぽーるで開催されまし
た。仲田昭一市歴史民俗資料館館長
が「額田城・那珂市の民話」につい
て講演した後、間宮光会さんが「額
田城逍遥」を、野田みんゆうさんが
「北向き地蔵尊」を披露。温かみの
ある発表に会場からはたくさんの拍
手が贈られました。また額田城跡保
存会の皆さんが「額田城逍遥」を合
唱するなど、この地の歴史を感じる
ことができる発表会となりました。
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新曲「額田城逍遥」・民話「北向き地蔵尊」発表会

　５月２７日に幸久橋上流久慈川河川
敷で久慈川水系連合水防市村（常陸
太田市、那珂市、日立市、常陸大宮
市、東海村）が合同で水防訓練を実
施しました。出水期を控え、水防体
制の強化と防災意識の高揚に行われ
た訓練では、台風による水害を想定
して「土のうこしらえ」「竹とげ」「木
流し」「むしろ張り」「五徳縫い」「折
り返し」「積土のう」「月の輪」といっ
た工法を行い、作業能力の向上を図
りました。今回那珂市水防団は、す
べての水防工法の基礎になる「土の

うこしらえ」、「竹とげ」および、「木
流し」の３種類の工法に取り組みま
した。また、防災航空隊がヘリコプ
ターによる水難救助訓練を行うな
ど、水害から守るため、常に備えを
万全に整えています。
【木流し】　急な流れによって、堤防
が削られるのを防ぐために、できる
だけ葉っぱの多い木に土のうの重り
を付けて、川の中に投げ込む水防工
法です。近くにある木を切って使え
るので素早く対応ができます。

���������	�
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久慈川水系連合水防訓練を久慈川河川敷で実施
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けてください。
また瓜連プールを利用されていたかた
は、那珂総合公園屋内プールをご利用
くださるようお願いします。
問い合わせ／

市生涯学習課スポーツ振興室総務係

（那珂総合公園内）　�２９７－００７７

　昭和３２年（１９５７年）４月１日から昭
和３３年（１９５８年）３月３１日までの間に
婚姻なされたご夫婦で、平成２０年３月
３１日現在で結婚５０周年を迎えるかた
は、８月１０日（金）までに、お近くに
お住まいの担当民生委員までお申し出
ください。
　後日、市から記念品を贈呈いたしま
す。
問い合わせ／

市社会福祉課総務社会係

�２９８－１１１１　内線１２３

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　２１，１７３人

　（平成１９年５月末現在・
 前月比８７人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億７７８１万円

　（平成１９年５月・
 前月比２，４９５万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

� 人の動き �

那珂市の人口（６月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，８２４人　　（－２２）
　女　　　２８，６３１人　　（＋３）
　計　　　５６，４５５人　　（－１９）
世帯数　　２０，０７６世帯　（＋６）

○出生　３８人
○死亡　５４人

（５月１～３１日）

　日本赤十字社から次の団体と４人
のかたにこのたび、金色有功章が贈
られました。この金色有功章は、２０
年以上奉仕団活動にご尽力された団
体・個人などに贈られるものです。
　多年にわたり赤十字奉仕団員とし
てご活躍されている受章者の皆様、
受章おめでとうございます。
◆金色有功章を受章された団体・個人
　（順不同）
　団体　日本赤十字社那珂市地区奉仕団
　個人　峯島　旦代さん（後台）

内山さき子さん（後台）
中島冨美江さん（額田北郷）
大内　康子さん（鴻巣）

　なお、１０年以上奉仕団活動にご尽
力されている森井一雄さん（平野）
には、感謝状が贈呈されました。お
めでとうございます。

�����
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本年度、金婚式を迎えられる
ご夫婦のお申し出について

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています。
 �２９８－８８８１

５月１５日～６月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

匿名 ３，０００円
（株）ダイエー １３，６００円
福田勝男 ２，０００円
女性ネットワークなか
那珂市商工会女性部
JAひたちなか那珂地区女性部
JAひたちなか瓜連女性部

 ９，２１５円
野木利三郎 １００，０００円
昭和１２会　代表　萩野谷道夫
 ５，０９２円 � 今月の納税  �

○固定資産税･都市計画税 ２期

○国民健康保険税 １期

納期限：７月３１日

■市税の納付は口座振替で

　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、次までお問
い合わせください。
問い合わせ／市税務課収納推進

室　�２９８－１１１１　内線１６７

（株）ダイエーの皆さん

�
�
�
�
�



広報なか７月号１９

��������	��

■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）
■ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp
■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp
■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

日時／８月２１日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
相談員／弁護士
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

日時／８月１日（水）、８日（水）、２２日
（水）、２９日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

日時／８月２２日（水） 　９：３０～１１：３０
※前日までにご予約ください。
※定員は２１組です。

場所／

市総合保健福祉センター「ひだまり」
対象者／２歳～就学前のお子さん
内容／歯垢染め出し・歯科衛生士によ

るブラッシング指導・歯に関す
る相談

持ってくるもの／

歯ブラシ（現在使用しているもの）、
コップ、タオル１枚、洗濯バサミ１個、
母子健康手帳
費用／無料
申し込み・問い合わせ／

市総合保健福祉センター「ひだまり」

健康推進課母子保健係　�２７０－８０７１

　環境センターに持ち込まれる可燃ご
みのうち、５０パーセント以上は紙類等
で占められ、焼却処理された後、その

１０パーセントが焼却灰として埋め立て
処分されています。
　紙類は資源ごみとして、新聞紙、ダ
ンボール類、紙パック、雑誌類を収集
しておりますが、さらに焼却ごみを減
らすため、次の紙類を新たに資源ごみ
として収集しますので、分別のうえ排
出されますようご協力をお願いしま
す。
新たに資源ごみとして雑誌類と一緒に

収集する紙類／

紙製容器、包装紙、紙袋、紙製カレ
ンダー、空封筒、OA用紙、コピー用
紙、ボール紙、書籍、ノート等
※プラスチック・金属等を取り除い
� ������������������������

たもの（絶対に混入しないでくだ
� ������������������������

さい。）
� �����

※空封筒のうち、窓付き封筒はセロ
ハンをはがして排出してくださ
い。
※カーボン・ノーカーボン紙は資源
ごみになりませんので、可燃ごみ
として排出してください。

出し方／

　ほどけないようひも等で十字に束ね
る。（雑誌類と一緒に束ねても可）
※新聞紙、ダンボール類、紙パック
と一緒に束ねないでください。

問い合わせ／

大宮地方環境整備組合環境センター　

�２９６－１７４４

　瓜連プールについては、本年度から
瓜連小学校の学校水泳プールとして使
用することになりました。このため、
一般市民のかたの利用ができなくなり
ましたのでお知らせします。
　なお、小・中学校の水泳プールを子
供会・スポーツ少年団等の団体が利用
したい場合は、学校長と協議し許可受

��������
法律相談

��������

５日　小豆畑病院 （菅谷）
�２９５－２６１１

１２日　ののがき脳神経外科
クリニック （中台）

�３５２－０５５５

１９日　河野胃腸科外科 （菅谷）
�２９５－５３８６

２６日　越田医院  （菅谷）
�２９８－００５１

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ず持参してください。
※診療時間外は、茨城県救急医療
情報コントロールセンター（県
メディカルセンター内）へお問
い合わせください。

�２４１－４１９９

可燃ごみ（紙類）の排出に
ついてのお願い

心配ごと相談

こども歯科相談のおしらせ

瓜連プールの廃止について
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■市立図書館へ行こう！
　●新着図書のご案内
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【一般図書】
●「銀しゃり」山本一力／小学館
●「疑史世界伝」清水義範／集英社
●「夜想」貫井徳郎／文藝春秋
●「ふたつめの月」近藤史恵／文藝春秋
●「萱刈」辻井喬／新潮社
●「がらくた」江國香織／新潮社
●「きみはポラリス」三浦しをん／新潮社
●「蒼の悔恨」堂場瞬一／PHP研究所
●「中等部超能力戦争」藤野千夜／双葉社
●「灰色のダイエットコカコーラ」

佐藤友哉／講談社
●「日本一不運な男」
　　　　　　　新堂冬樹／中央公論新社
 ほか

���
どうしてもやる気が出ずに一年持た
ずに、一流企業を辞めてしまった健
太郎。悩んで、偶然飛び込んだ「何
でも屋」は変な奴らに、変な依頼だ
らけだった！ノンストップ「何でも
屋」ノベル登場�
（角川書店ホームページより）
山田悠介／角川書店

������
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超人気作家７人が『こち亀』を小説
化�『新宿鮫』の鮫島＆晶が浅草初
詣で両さんと遭遇。『池袋ウエスト
ゲートパーク』のマコトは両さんと
一緒に結婚詐欺師退治。大原部長と
悪ガキ両さんの知られざる出会いな
ど、両津勘吉大活躍の短編が７本！
（集英社ホームページより）
大沢在昌　ほか／集英社

�����
再会のたびに繰り返される悲劇。そ
れは、１９７０年代のオイルショック、
１９９０年代のバブル破綻という２度の
不況と重なっていた。経済の成長は
人を幸福にするのか？金に翻弄され
た幼なじみ３人の人生を描く経済大
河小説。
（角川書店ホームページより）
江上剛／角川書店

■���������������
●開館時間
平日　　　　　　　９：３０～１９：００
土・日曜日、祝日　９：３０～１７：００

��������	
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７月 July ８月 August

休館日

土金木水火月日

４３２１
１１１０９８７６５
１８１７１６１５１４１３１２
２５２４２３２２２１２０１９

３１３０２９２８２７２６

土金木水火月日

７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３１３０２９

３０．０％ 

２５．０％ 

２０．０％ 

１５．０％ 

１０．０％ 

５．０％ 

０．０％ 

男性 

女性 

６
歳
以
下 

７
〜
１８
歳 

１９
〜
２９
歳 

３０
歳
代 

４０
歳
代 

５０
歳
代 

６０
歳
代 

７０
歳
以
上 

男女年代別　図書館利用分布 
（平成１９年１～６月現在） 



広報なか７月号２１

杉 

椎
名　
　

快
斗 

洋
介

額
田
南
郷 

�
瀬　
　

ひ
な
か 

健
一

額
田
北
郷 

門
脇　
　

千
尋 

光
祐

菅
谷 

坂
佐
井　

颯 

宏
幸

菅
谷 

田
那
辺　

結 

智
春

菅
谷 

樫
村　
　

海
翔 

茂
仁

堤 

平
塚　
　

煌
太 

正
典

菅
谷 

萩
谷　
　

さ
く
ら 

佑
輔

菅
谷 

佐
藤　
　

梨
音 

陽
一

菅
谷 

小
峰　
　

遙
斗 

修

菅
谷 

矢
吹　
　

紘
生 

和
也

菅
谷 

阿
久
津　

陽
心 

寿
昭

福
田 

佐
藤　
　

瑛
太 

伸
二

菅
谷 

本
橋　
　

優
太
朗 

修
二

後
台 

佐
藤　
　

花
梨 

英
樹

杉 

柏　
　
　

徠
希 

昌
利

菅
谷 

小
松
�　

健 

竜

瓜
連 

鯉
沼　
　

梨
玖 

健
二

菅
谷 

澤
幡　
　

美
遥 

武
見

菅
谷 

�
澤　
　

大
地 

和
久

福
田 

�
橋　
　

直
人 

明
宏

下
大
賀 

青
柳　
　

茂 

　

歳
７１

豊
喰 

小
島　
　

す
ゑ 

　

歳
８８

本
米
崎 

佐
々
木　

ヨ
シ
イ 

　

歳
１０１

杉 

平
根　
　

正
男 

　

歳
８０

菅
谷 

小
林　
　

た
つ
ゑ 

　

歳
７８

菅
谷 

加
藤　
　

憲
一 

　

歳
７４

静 

斉
藤　
　

勝
美 

　

歳
７１

菅
谷 

横
須
賀　

由
夫 

　

歳
８３

中
台 

渡
�　
　

昌
吾 

　

歳
７８

中
里 

大
内　
　

光
男 

　

歳
７０

本
米
崎 

岩
間　
　

武
夫 

　

歳
８３

鴻
巣 

海
野　
　

孝
三 

　

歳
９２

菅
谷 

海
野　
　

文
子 

　

歳
６５

後
台 

林　
　
　

光
幸 

　

歳
６７

西
木
倉 

植
田　
　

正
義 

　

歳
７６

鴻
巣 

海
野　
　

弘
美 

　

歳
６８

飯
田 

八
木　
　

芳
� 

　

歳
５２

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
掲
載
を

希
望
さ
れ
た
か
た
の
み
掲
載
し
て
い
ま

す
。

■材料　４人分
バター ………………………４０ｇ　　　　
薄力粉 ………………………５０ｇ　　　　
ベーキングパウダー ………小さじ１／２
きな粉 ………………………４０ｇ　　　　
砂糖 …………………………３５ｇ　　　　
おから ………………………５０ｇ　　　　
塩 ……………………………少々　　　　

■作り方
①薄力粉、ベーキングパウダーを混ぜふる
いにかける。

②すべての材料を混ぜ合わせ型をつくり、
表面にフォークなどで穴を開ける。

③１８０度オーブンで１８分間焼く。

����

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

��������	
��

■おからには栄養素がたっぷりで食物繊維
も豊富です。ダイエットを考えのかた
は、バターの代わりにエコナに換えても
良いと思います。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会那珂支部

後台（介護食部会）

石川 のぶ子さん

住
所　
　
　

氏
名　
　
　
　
　
　
　

年
齢

中
里 

小
圷　
　

俊
広 

　

歳
３０

東
木
倉 

飯
野　
　

と
め 

　

歳
９２

飯
田 

飯
沼　
　

明
次 

　

歳
７４

額
田
北
郷 

鈴
木　
　

さ
き
子 

　

歳
８０

豊
喰 

山
田　
　

よ
し 

　

歳
９０

額
田
北
郷 

渡
邉　
　

勇 

　

歳
８０

福
田 

吉
原　
　

好
之 

　

歳
７０

菅
谷 

片
岡　
　

馨 

　

歳
７６

本
米
崎 

大
部　
　

つ
や 

　

歳
７２

本
米
崎 

松
村　
　

き
よ
子 

　

歳
８４

横
堀 

田
所　
　

千
代 

　

歳
７９

向
山 

小
澤　
　

は
つ
の 

　

歳
９５

菅
谷 

野
上　
　

義
男 

　

歳
８４

戸 

前
川　
　

喜
一 

　

歳
８１

後
台 

金
子　
　

よ
し
の 

　

歳
８４

堤 

小
薗
井　

美
代
子 

　

歳
６３

福
田 

�
橋　
　

み
つ 

　

歳
８６

南
酒
出 

片
岡　
　

宗
次 

　

歳
７０

鴻
巣 

飛
田　
　

し
ん 

　

歳
７９

菅
谷 

小
川　
　

精
一 

　

歳
６７

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

横
堀 

佐
藤　
　

健
太
郎 

雄
司

菅
谷 

外
岡　
　

理
沙 

孝
則

菅
谷 

宇
佐
美　

佑
華 

宏
美

横
堀 

佐
藤　
　

麗
水 

忠
寿

堤 

安　
　
　

洸
貴 

正
貴

額
田
北
郷 

小
園
井　

か
ん
な 

寛

中
台 

川
又　
　

凛
桜 

智
宏

南
酒
出 

瀬
谷　
　

ひ
ば
り 

好
文

瓜
連 

井
坂　
　

結
菜 

賢
一

東
木
倉 

玉
井　
　

雄
大 

雄
三

菅
谷 

石
川　
　

愛
華 

賢
一

菅
谷 

秋
葉　
　

菜
 々

正
人

飯
田 

山
�　
　

ら
ら 

将
志

菅
谷 

鈴
木　
　

陽
愛 

俊
介

後
台 

山
崎　
　

弘
太 

健
太

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
��

�
�
�

��

���
�
�
�
�

�
�
�
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２２

父・和朗さん　母・恵理さん
７月１２日生まれ（菅谷）

父・俊道さん　母・のぞみさん
７月２４日生まれ（鴻巣）

母・さおりさん
７月３日生まれ（平野）

優
し
く
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

育
っ
て
ね

元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね

健
康
に
大
き
く
育
っ
て
ね

����������� ���

ひ な の

��������� ���

まり な

������������� ��

しぎ はら はる き

第����回 

さ
ん
は
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
ご
存
じ
で

す
か
。
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
と
は
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
、

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
、
デ
ッ
ド
リ
フ
ト

の
３
種
目
で
重
量
を
競
い
そ
の
総

重
量
で
順
位
が
決
ま
る
競
技
で
、

健
康
へ
の
関
心
の
高
ま
り
か
ら
近

年
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
そ

の
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
競
技

者
と
し
て
取
り
組
み
な
が
ら
茨
城

県
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
理

事
長
と
し
て
競
技
の
普
及
活
動
に

も
活
躍
さ
れ
て
い
る
寺
門
浩
之
さ

ん
が
５
月
３
日
、
台
湾
で
開
催
さ

れ
た
２
０
０
７
ア
ジ
ア
パ
ワ
ー
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会　

・
５

６７

�
級
マ
ス
タ
ー
ズ
Ⅰ
の
部
に
出
場

し
、
強
豪
選
手
を
抑
え
見
事
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　

気
軽
に
体
力
づ
く
り
が
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
知
人
か
ら
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
紹
介
さ
れ

た
の
が
寺
門
さ
ん
と
競
技
と
の
出

会
い
。
始
め
て
み
る
と
努
力
の
成

果
が
す
ぐ
に
現
れ
る
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
魅
力
に
す
っ
か
り
取

り
つ
か
れ
た
と
い
う
寺
門
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
全
日
本
大
会
や

ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
で
準
優
勝
に

な
る
な
ど
、
こ
の
競
技
の
第
一
人

者
と
し
て
現
在
、
市
内
外
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

寺
門
さ
ん
は
、
週
に
２
・
３
回
、

２００７アジアパワーリフティング選手権大会６７．５�級マスターズⅠで優勝

茨城県パワーリフティング協会理事長　寺門浩之さん／北酒出

皆

自
宅
に
併
設
し
た
ジ
ム
で
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
積
ん
で
い
ま
す
。「
自

己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
た
い
と
い
う

思
い
を
持
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

励
ん
で
い
る
う
ち
に
、
競
技
に
夢

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
け
が
も
な
く
競
技
に
打
ち
込
め

た
の
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
仲

間
が
い
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
世
界
の

競
技
者
が
集
い
、
張
り
詰
め
た
雰

囲
気
の
中
で
競
い
合
え
た
今
回
の

ア
ジ
ア
大
会
。
こ
の
よ
う
な
大
会

に
も
う
一
度
出
場
し
て
、
さ
ら
に

上
の
記
録
を
出
し
た
い
で
す
」
と

寺
門
さ
ん
は
明
る
い
表
情
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ

て
か
ら
も
競
技
者
と
し
て
の
み
な

ら
ず
、協
会
の
理
事
長
と
し
て
も
ご

活
躍
の
寺
門
さ
ん
。「
だ
れ
で
も
気

軽
に
始
め
ら
れ
る
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
を
、
皆
さ
ん
一
度
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
」
と
、
寺
門
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
も
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
の
魅
力
を
多
く
の
か
た
が
た
に

伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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２００７アジアパワーリフティ
ング選手権大会の優勝を小
宅市長に報告する寺門さん



広報なか７月号２３
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高橋三男さん／後台

　

北
海
道
の
最
南
端
に
位
置
す
る

松
前
は
、
松
前
藩
の
城
下
町
と
し

て
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地

と
し
て
栄
え
た
街
。
北
海
道
で
唯

一
の
城
下
町
で
す
。
松
前
の
シ
ン

ボ
ル
松
前
城
の
周
り
に
は
２
５
０

種
１
万
本
の
桜
が
咲
き
、
全
国
屈

指
の
桜
の
名
所
で
す
。

　

ま
た
、
西
に
日
本
海
、
南
に
津

軽
海
峡
に
面
し
た
松
前
の
海
は
、

海
流
が
入
り
組
み
潮
の
流
れ
が
激

し
い
た
め
、
脂
が
乗
り
、
身
が
締

ま
っ
た
魚
介
類
が
豊
富
に
捕
れ
、

魚
好
き
に
は
す
べ
て
に
お
い
て
満

足
で
き
ま
す
。

　

私
も
無
類
の
魚
好
き
で
、
私
の

実
家
も
松
前
港
で
漁
師
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
海
の
思
い
出
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
海
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
泳
ぐ
と
い
う
よ
り

も
、
潜
る
と
い
う
表
現
が
い
い
で

し
ょ
う
か
。
子
ど
も
の
こ
ろ
の
遊

び
は
、
あ
わ
び
、
う
に
、
つ
ぶ
貝

な
ど
を
潜
っ
て
捕
り
、
そ
の
ま
ま

生
で
食
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

お
や
つ
に
は
自
分
で
捕
っ
た
あ
わ

び
を
干
し
て
、
い
つ
も
ポ
ケ
ッ
ト

に
忍
ば
せ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
夏
の
漁
と
し
て
有

名
な
夜
の
イ
カ
釣
り
漁
が
あ
り
、

夜
の
沖
合
を
見
る
と
海
面
い
た
る

と
こ
ろ
に
漁
火
が
煌
々
と
灯
り
、

ま
る
で
海
の
向
こ
う
に
大
都
市
が

存
在
す
る
か
の
よ
う
に
思
え
た
ほ

ど
印
象
的
で
し
た
。

　

松
前
で
捕
れ
る
イ
カ
は
肉
厚
で

身
は
透
き
通
り
、
イ
カ
そ
う
め
ん

（
イ
カ
刺
し
）
で
食
べ
て
も
良
し
、

松
前
漬
け
の
よ
う
に
加
工
し
て
も

絶
品
で
す
。
松
前
漬
け
は
、
全
国

各
地
で
い
ろ
い
ろ
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
ル

メ
・
昆
布
・
し
ょ
う
油
だ
け
で
漬

け
込
ん
だ
漁
師
の
賄
い
料
理
が
始

ま
り
で
、
そ
の
古
里
の
味
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
も
、
沖
漬

け
、
イ
カ
飯
、
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼

き
、
切
り
込
み
な
ど
、
松
前
に
は

海
の
素
材
を
活
か
し
た
多
く
の
郷

土
料
理
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
古
里
が
大
好
き
で
、
慣
れ

親
し
ん
だ
松
前
の
海
に
、
今
度
ま

た
会
い
に
帰
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

�

■ふるさと一口メモ
　北海道最南端に位置し、対馬
海流の影響を受けて、北海道で
最も年間平均気温の高く温暖な
気候。主な産業は漁業。
　函館戦争の舞台となった日本
最北の城、松前城（福山城）が
あり、約２７０年間蝦夷地を支配
した藩主松前氏の居城として栄
えた歴史のある街。また、光善
寺の樹齢２８０年以上の血脈桜を
はじめ、多くの桜が咲く。
　４月には松前さくらまつり、
８月には松前城下時代まつりが
催されている。

北海道

落
下
踏
み
丘
に
八
十
路
の
影
法
師 

堀　

口　

泉　

流

入
れ
替
え
て
新
茶
こ
ぼ
る
る
浅
み
ど
り 

飯　

島　

カ
チ
子

つ
く
し
佇
つ
昔
言
は
れ
し
菩
提
村 

眞　

�　

一　

耕

安
住
の
地
を
得
艶
め
く
蔦
若
葉 

長
谷
川　

和
希
子

薫
風
や
く
す
ぐ
り
地
蔵
の
腹
の
穴 

秋　

野　

三　

峰

し
ど
り
野
の
花
の
固
さ
を
触
れ
て
み
る 

栗　

原　

三　

枝

雨
乞
い
の
蛙
を
狙
う
里
鴉 

塙　
　
　

静　

風

古
稀
迎
え
現
役
人
生
花
の
春 

井　

坂　

光　

位

素
足
に
て
鼻
緒
の
か
た
き
会
津
下
駄 

鈴　

木　

三　

風

早
苗
植
え
緑
濃
く
し
て
一
望
に 

萩
野
谷　

ヨ
シ
子

幸
せ
に
今
日
の
生
命
や
花
筵 

堀　

口　

白　

流

菊
移
植
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン
付
け
し
ま
ま 

栗　

原　

冨　

久

葱
植
え
て
は
や
送
り
先
胸
算
用 

眞　

�　

蒼　

月

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】ときわ短歌会

別
れ
た
る
あ
と
も
聞
こ
ゆ
る
君
の
声
時
が
過
ぎ
て
も
我
を
と
ら
え
る 

梅　

沢　

悦　

子

縁
側
に
集
い
し
う
か
ら
ゆ
か
た
着
て
皆
微
笑
み
ぬ
セ
ピ
ア
の
写
真 

川　

上　

恵
美
子

新
型
機
完
成
祝
う
輪
の
中
に
今
日
定
年
者
の
笑
顔
輝
く 

大　

和　

愛　

司

花
吹
雪
あ
び
て
約
束
せ
し
人
の
待
ち
ど
お
し
く
て
湖
岸
歩
く 

鈴　

木　

洋　

子

「
筍
が
採
れ
ま
し
た
よ
」
と
携
え
て
来
る
人
の
あ
り
小
糠
も
付
け
て 

高　

木　

み
は
る

大
空
に
ガ
ル
ー
ダ
の
凧
あ
や
つ
り
て
バ
リ
の
浜
辺
に
幼
と
な
り
ぬ 

や
ま
と　

ち
ず
る

目
に
入
り
し
汗
の
痛
み
の
消
ゆ
る
ま
で
意
識
強
め
て
瞬
き
し
た
り 

片　

岡　
　
　

明

松前町

▲

函館



 

古紙配合率100％再生紙と大豆油インキを使用しています。 

　
古
く
か
ら
の
お
得
意
様
を
大
切
に
す
る

親
の
背
中
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
祖
父
母

の
代
か
ら
続
く
商
売
、
市
内
は
も
と
よ
り
、

県
内
外
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
卵
を
、
ス
ー

パ
ー
や
飲
食
店
、
お
菓
子
屋
さ
ん
や
パ
ン

屋
さ
ん
な
ど
に
配
送
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。 

　
卵
の
配
送
を
し
て
い
る
実
家
で
の
仕
事

な
の
で
、
最
初
の
頃
は
親
へ
の
甘
え
が
出

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は

一
緒
に
働
い
て
い
る
兄
た
ち
と
い
ろ
い
ろ

な
面
で
話
し
合
い
、
小
さ
い
頃
か
ら
手
伝

い
を
し
て
感
じ
て
い
た
仕
事
の
大
変
さ
に
、

家
族
と
は
い
え
、
甘
え
な
い
よ
う
気
を
つ

け
な
が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。 

　
非
常
に
体
力
を
使
う
仕
事
で
す
が
、
車

が
好
き
な
の
で
、
休
日
で
も
ド
ラ
イ
ブ
を

楽
し
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
、
お
客
様
や
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
、
兄
弟
で
頑
張
っ
て
長
く

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　平成１９年度第１回那珂市高齢者
クラブ連合会スポーツ大会が６月１日、
神崎運動公園で開催されました。　 
　この大会は、スポーツ活動の振興
と相互交流を図ることにより、健康増
進と生きがいを高めることを目的に開

催されるもので、参加したかたがたは、
クロッケー、ゲートボール、ペタンク、
輪投げ、グラウンド・ゴルフの５種目
に分かれ、それぞれの競技で優勝を
目指し、いきいきした笑顔で腕前を披
露していました。 

●スポーツで健康増進！那珂市高齢者クラブ連合会スポーツ大会 

人とのつながりを大切にしています 

浅田徹也さん 
鴻巣　２５歳 

3030

菅谷小学校　３年　大竹智浩さん 

かしま台保育園 
かもしだともあきくん（６歳） 

おかあさんとどうぶつえんにい
ったよ。きりんにえさをあげて
たのしかったよ。 

しょうぼうしょけんがくたのし
かったよ！はしごしゃはかっこ
よかったよ!!

ナザレ幼稚園 
みのかわたくみくん（６歳） 

菅谷小学校　５年　永井柚帆さん 菅谷小学校　４年　棚井偲乃さん 

印刷／いばらき印刷株式会社 




